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Abnormal posture in mouse given morphine
Luellmann, Heinz et al:
Color Atlas of Pharmacology Thieme, 2000, p.53

累積的用量頻度関係
薬理作用 有害(中毒)作用 致死作用小量 大量
用量治療量 （極量）
無効量 有効量 中毒量 致死量
最小有効量 最小中毒量 最小致死量




























































































































• α受容体遮断薬：フェントラミン（ α 1、 α 2）、プラ








(β2 blocker, partial agonist)
イソプロテレノール
プロネサロール プロプラノロール
β遮断薬の開発 (Sir W. James Black, Pharmacologist)
Cf. methoxamine


















































































AV node; PSA: posterior septal artery←circumflexus artery





























































































































































































• カッツング・薬理学 丸善 2009
• イラストレイテッド薬理学 丸善 2009
• 循環器系コア・カリキュラムテキスト
文光堂､2008
